第２回　総合科学実験センターメールマガジン

はじめの挨拶（木曾センター長）

新任の挨拶　

排水処理センター技術職員　山野 聖子

今年の4月、排水処理センターの技術職員として採用されました。どうぞよろしくお願いいたします。３月まで本学農学部の学生だった私ですが、農学部の現状はpH異常警報発令回数最多、廃液回収時のトラブル最多等々、「イエローカード」続出で、出身者としては肩身の狭い限りです。まだまだ戦力としては半人前以下ですが、農学部を始め、全学の水マナーと水環境の向上に一石を投じられる存在になりたいと思っています。

施設紹介

生命科学実験施設

施設紹介

生命科学実験施設は、1981（昭和56）年に文部省（当時）の省令施設、「医学部附属動物実験施設」として認可されました。建物は、それから遅れること12年を経て1993（平成5）年7月に4,192m2，6階建ての施設として竣工し、同年11月より使用を開始して14年目になります。また、2003年センター化により「総合科学実験センター生命科学実験施設」（Institute of Life Science and Medicine, ILSAM））として現在に至っています。

本施設は、医学研究・教育に使用する動物を良好な環境で飼育するとともに、そこで実験も行うことにより科学的で、かつ再現性の高い動物使用実験、すなわちin vivo実験を主目的として建設されたものです。再現性の高い実験を行うには、実験結果に致命的なダメージを与える動物感染症の侵入を極力防ぐことが最も重要な課題であるため、階によって動物飼育のグレードを若干変えて、動物の清浄度と利用し易さとの両立を図っています。そのため、実験小動物はSPFあるいはそれに準ずる動物しか導入を認めておりませんし、定期的な微生物検査により清浄度をモニターしております。各階には専用の実験室を備え、特殊な実験以外は実験室に動物を持ち帰らなくても施設内で実験が可能なように設備を充実してきました。しかし、医学研究で行われる実験は多岐に亘るために全てをカバーできませんが、可能な限り施設内で実験ができるように配慮していきたいと考えています。

本施設を利用して動物使用実験を行うには、以下の資格を必要とします。１）動物使用資格：生きた動物を実験に使用する場合は、動物使用等教育実習を受講し、「修了証」の交付を受けなければならない。２）実験資格：動物使用実験を行うには、「動物使用計画書」を提出して動物使用委員会委員長の承認を受けなければならない。３）施設利用資格：施設を利用するには、利用登録をし、利用講習会を受講して「入館者カード」の交付を受けなければならない。現在は、利用登録者は毎年630名前後、年間の延べ入館者は28,000名を超える利用があり、本施設を利用して毎年多くの論文や学会発表が行われていることから本学の研究・教育に大いに貢献している、と考えております。

　一方、動物使用実験については、平成17年6月に「動物の愛護と管理に関する法律」の改正案が国会で承認され、平成18年6月1日より施行されました。それに伴い、「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」が4月28日に環境省から、6月1には「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」が文部科学省より告示されました。時を同じくして、この基本指針を踏まえて「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン」（詳細指針）が日本学術会議から公表されました。これらは、いずれも「実験動物の適正な飼育と人道的な動物の取扱い」を定めたものです。（詳細は、本施設のホームペジ http://anim.med.yamaguchi-u.ac.jpをご覧ください。）動物使用実験に対しては、世間の関心は益々高まり、その公表が要求されています。本施設では、1997年から前述の資格を持つ者以外は実験できないシステムを構築してきましたが、今回施行された法律、基準、指針等に準拠すべく更なる改善を行うよう検討を始めるところです。利用者の皆さんの更なるご理解とご協力をお願いするしだいです。（文責：山口和人）

各施設のトピックス

遺伝子実験施設

1. オリゴDNAの受託合成に続いて、今年から新サービスとしてプロテオーム解析受託サービスを開始いたしました。当面は個別の蛋白質の同定がメインですが、１２月頃には全蛋白質の網羅的解析の受託をスタートさせたいと考えています。

2. ５月から３階医学部側通路から出入りすることが可能になりました。雨の日などはぜひご利用ください。通行にはICカードが必要になります。お持ちでない大学院生や学部学生には貸し出しを行っていますので、職員にお申し出ください。

3. 微量（1ul前後）のDNAやRNA、蛋白質を測定できる分光光度計(nanodrop)を導入しました。定量的PCRなどのための抽出サンプルの定量に大変便利です。

4. 初代培養細胞でも高効率で遺伝子が導入できる機器；nucleoefectorが入りました。細胞によってはウイルスベクターより効率が高いと言われています。一度おためしください。導入には専用試薬が必要ですが、業者からサンプルの提供が可能です。

5. 蛍光発光測定マイクロプレートリーダーARVOにBRET（細胞内相互作用測定システム；ルシフェラーゼのエネルギーを受けて近傍蛋白質の蛍光を励起）のフィルターセットを購入しました。遺伝子バンクから BRET用発現ベクター４種類が供給可能です。蛋白質相互作用の解析を行う方は一度ご利用をご検討ください。

6. 卵から胎児まで観察が可能な蛍光実体顕微鏡を導入いたしました。遺伝子を組換えたメダカや蚕、ヌードマウスやマウス胎児の蛍光蛋白やQuntumDotなどの蛍光試薬の解析に有用です。もうすぐ説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。

7. 各実験室に電波時計を設置しました。緑のランプが点滅している時計はすべて同じ時刻に同期しています。

8. 旧RI実験室の検査が終わり現在、排水工事を行っています。工事が終わり次第、実験室として開放いたします。利用方法などについてぜひ皆さんのご意見をお聞かせください。職員までメールか電話でご意見をいただければ会議で検討したいと思います。ぜひよろしくお願いします。

9. また、現在はDNAアレイと抗体作製の受託を準備しています。ぜひ、みなさんのご意見をお聞かせください。

機器分析実験施設

機器分析講習会

１．山口大学理学部の主催で機器分析講習会が行われます。機器分析実験施設は共催・会場として講習会を盛り上げていきます。日時は平成18年8月24・25日で、会場は山口大学理学部、機器分析実験施設、他となります。この講習会では「新しい計測技術の理解とその応用」を目標に、講演と実習を行います。

２．NMRの設備更新

　400MHz NMRの制御コンピューターを更新しました。OSをWindowsとし、解析ソフトにTopspinを導入した結果、従来よりもユーザーフレンドリーとなり、より使いやすくなりました。

３．ブルカーエイエックスエス社製イメジングプレ−ト搭載のＸ線回折装置DIP220を用いてイメジーングプレートに撮影したＸ線強度分布データを、画像解析を経て散乱角-強度形式のデータに変換し、その後、ピークサーチ、積分強度計算、ピーク分離、スムージングなどのデータ処理がWINDOWS上で行なえるようになりました（従来はUNIX上でした）。そのため、出力されたデータ、画像ファイル等が別のWINDOWの汎用アプリケーションで使用可能になりました。
４．電子線マイクロアナライザの設備更新

　島津EPMA-V6に，レポートアシスタントシステムを導入しました。これにより取得したデータをEWSからWindows PCに取り込みが可能となり，定性・定量分析のデータや，マッピング像などがデジタルデータとして保存可能となりました。

５．機器の学外利用開放

　今年度より施設内機器の学外利用開放を行います。より効率的な運用を目指していくと共に、地域との連携も強めていくことになります。

生体分析実験施設

昨年度末には新しくフロサイトメーター（ベックマンコールターFC500）、リアルタイムPCR（アプライドバイオシステム７３００）が導入されされました、さらに今年度は、タンパク質質量分析機、MALDI　TOF型）の新規導入、透過型電子顕微鏡（加速電圧120kV　CCDカメラ、３Dトモグラフ）及び共焦点レーザー顕微鏡の更新が予定されています。当施設のこれまでと同様の利用をお願いします。また，新たに施設の利用を予定されている方には，できる限りの支援をさせて頂きますので，地区を問わず遠慮なく申し出てください。

実験動物施設

　　実験動物施設では、2年にわたる空調機の交換を主体とした営繕工事が完了し、以前と比較して快適で、高効率の空調を利用者に提供できるようになりました。利用方法は原則として従来通りですが、動物種別に飼育室を割り当てたり、当番に雑用が増えたりと施設、機器類を末永く利用できるような体制になりました。

本格的な感染実験（教育用も含む）を行うには、飼育機材類の整備がまだですが、センターの特別のご配慮により感染性廃棄物処理用の小型オートクレーブが導入できました。

また、6月1日に日本学術会議より動物実験に関するガイドラインの発表など、今後、ますます動物実験をより適正な実施に向けた施策を実施せねばならなくなります。一施設、センター内だけの話にとどまらず、大学としての責任体制の明確化など、いろんなところでの議論、調整、等々をせねばならないでしょう。各方面からのご教授、ご指導、等々、よろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、利用者代表でもある世話役が、森本助教授（農学部、病態制御学講座）に変わりました。

アイソトープ分析施設

１．平成17年度も無事故で終えることができました。利用者の方々の安全管理へのご協力に感謝いたします。

２．非アイソトープ用のディープフリーザーはコンプレッサー故障のためここ数年停止していましたが，今年度から新しいものを導入し稼働しています。これは農学部名誉教授加藤昭夫先生のご厚意によるものです。ご利用ください。

３．遺伝子実験施設のコンピテントセルを吉田地区のユーザーに受け渡すサービスを今年度も引き続き行います。是非ご利用ください。

４．当施設の利用による研究成果発表論文を施設ホームページで公開しています。　http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/%7Eri/user.html
アイソトープ実験施設

１．施設からの連絡用のメーリングリストを作成しました。メーリングリストへの加入，脱退は自由です。このメーリングリストには教育訓練の情報等も流しますので，各講座等の責任者の方や事務係の方にも加入していただけるとこれまで以上に情報の流れが良くなるかと思います。

２．今年度よりシンチレーションカクテルの小分けサービスを開始しました。小分けするシンチレーションカクテルは，当面アクアゾール２に限り500mL単位で小分けします。シンチレーションカクテルは販売単位が比較的大きく少量のみ必要な場合でも大量に購入せざるを得ませんでしたが，これにより必要な量だけ入手できる様になればと思います。

3. アイソトープ注文書の様式が変更される予定です。日本アイソトープ協会から放射性研究試薬を購入する際，従来アイソトープ注文書の葉書を郵送しておりましたが，平成１８年９月３０日をもちまして葉書は廃止され，ファクシミリにて送信する事となりました。そのため，本施設でも８月頃を目安にファクシミリの注文書に移行する予定です。この件に関してはまた改めてお知らせします。

その他，当施設の詳細につきましてはウェブページhttp://ds22.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~rikanri/をご覧下さい。

昨年行われたセミナー及び技術講習会
2005.4.6 第1回 細胞長期培養装置Nikon Cell Saver W1利用説明会（遺伝子）

2005.4.6 第2回 細胞長期培養装置Nikon Cell Saver W1利用説明会（遺伝子）

2005.4.13　LightCycler使用法講習会（遺伝子）

2005.4.15　LAS1000使用法講習会（遺伝子）

2005.4.16 平成17年度 遺伝子研修会「だれでもできる遺伝子操作Ⅱ」（遺伝子）

2005.6.13　Necleofector system機器説明会（遺伝子）

2005.8.9-10　高大連携特別講議「遺伝子組み換え操作を体験しよう！」（遺伝子）

2006.3.22 遺伝子導入装置操作説明会（遺伝子）

2006.3.23 1ul分光光度計 NanoDropND-1000操作説明会（遺伝子）

廃液の出し方についての講習会の開催（排水）

吉田・常盤・小串地区において講習会を行った。最初説明を行いその後に簡単な試験を実施し、理解度をチェックした。具体的な日時、参加者は以下の通りである。

4月25日　常盤地区（工学部　D11講義室）　参加者101名

5月11日　吉田地区　（理学部15番教室）参加者88名（農学部 22名、理学部 65名、総合科学１名）

6月21日　小串地区（医学部　第一講義室）　参加者36名

吉田地区の廃棄物貯蔵施設の利用に関する説明会の開催（排水）

6月15日　（理学部15番教室、廃棄物貯蔵施設）　参加者29名（農学部6名、理学部 21名、総合科学１名、時間研1名）

九州山口地区機器・分析センター会議（平成18年1月27日於山口大学）（機器）

九州・山口地区の機器・分析センター所属教職員が毎年1回集まり、各施設の現状や運営について、意見交換を行っています。

昨年発表した論文
· Hara, K., Okamoto, M., Aki, T., Yagita, H., Tanaka, H., Mizukami, Y., Nakamura, H., Tomoda, A., Hamasaki, N., Kang, D., Synergistic enhancement of TRIL- and tumor necrosis factor a-induced cell death by a phenoxazine derivative, Mol. Cancer Ther.4 (7), 1121-1127 (2005)
· Aki, T., and Mizukami, Y., Regulation of Cardiomyocyte functions by distinct phosphoinositide 3-kinase, “Molecular Mechanisms of Heart diseases”, (Edits Mizukami, Y. and Ohkusa, T.) Publisher Research Signport, 85-99 (2005)

· Kimura, Y, and Mizukami, Y.,and Matsuzaki, M., Orphan G protein-coupled receptor and ischemia, “Molecular Mechanisms of Heart diseases”, (Edits Mizukami, Y. and Ohkusa, T.) Publisher Research Signport, 99-113 (2005)

· Mano J, Belles-Boix E, Babiychuk E, Inzé D, Torii Y, Hiraoka E, Takimoto K, Slooten L, Asada K, and Kushnir S (2005) Protection against photooxidative injury of tobacco leaves by 2-alkenal reductase. Detoxication of lipid peroxide-derived reactive carbonyls. Plant Physiology 139, 1773-1783.
· Mano J, Nakahara T, Torii Y, Hirose H, Miyakoshi J, and Takimoto K (2006) Seed deterioration due to high humidity at high temperature is suppressed by extermely low frequency magnetic fields. Seed Science and Technology 34, 197-200.

· Tao-Sheng Li, Masanori Hayashi, Hiroshi Ito, Akira Furutani, Tomoaki Murata, Masunori Matsuzaki and Kimikazu Hamano, Regeneration of Infarcted Myocardium by Intramyocardial Implantation of EX Vivo TGF-β Preprogrammed Bone Marrow Stem Cells., Circulation Vol.111, 2438-2445 (2005)
· TOMOAKI MURATA, YASUHIRO YAMASHIRO, TATSUYA KONDO, MUNEKAZU NAKAICHI, SATOSHI UNE and YASUHO TAURA, Nucleotide Sequence of Complementary DNA Encoding for Quaking Protein of Cow, Horse and Pig．DNA Sequence Vol.16, No.4, 300-303 (2005)
· Abe, Noritaka; Tanaka, Megumi; Maeda, Takeshi; Fujii, Hiroyuki; Kakehi, Akikazu. Effective methods for introducing some aryl and heteroaryl substituent onto 1-azaazulene nuclei. Heterocycles, 66, 229-240 (2005).
編集後記

　各実験施設から総合科学実験センターへと統合して３年が経過しました。センターになり各施設が様々なアイデアをだし、着実によりよい共同利用施設へと変化しています。その一方で戦略的にセンターが進化しているかと聞かれるとそれにはまだ時間が必要なように感じています。

　ある警備保障会社が会社の定義を“早く現場に駆けつけ警備を行う会社”から“早く現場に行く会社へと変更した”という話を聞きました。この定義の変更によってこれまでの警備会社から救急対応のできる会社として売り出し、一人暮らしの老人に感謝され、大きな成果を上げているということです。

　センターでも昨年から将来構想検討委員会を設置し、戦略的な改革を提案してきました。最初の成果が現れる５年後には何らかの効果が期待できると考えています。（副センター長）

